
エグゼクティブ・サマリー
インテル® Xeon® プロセッサー 5500番台を搭載したサーバーは、スマートかつ高い性能と優れ
た電力効率を提供します。既存のサーバーをインテル® Xeon® プロセッサー 5500番台搭載プ
ラットフォームに移行することで、データベース駆動型の Webアプリケーション・システムのサー
バー統合が可能になります。その結果、サーバーの更新費用をはるかに上回る運用コストの削減
効果が期待できます。

Webベース・アプリケーションの
TCOを削減

ホワイトペーパー
インテル® Xeon® プロセッサー 5500番台
総保有コスト（TCO）/投資収益率（ROI）

インテル® Xeon® プロセッサー 5500番台搭載サーバーをベースにした性能重視のサーバー統合により、
運用コストの削減と高いROIを実現

データベース駆動型アプリケーションの 
TCO削減
複数階層のアーキテクチャーからなるデー
タベース駆動型アプリケーションは、多くの
e-Commerce企業で標準的なものとなって
います。こうしたアプリケーションの導入には、
異なる種類のサーバー・ハードウェア、オペ
レーティング･システム（OS）、ストレージ・テク
ノロジー、接続手法が混在した環境を伴うこ
とがあります。また、パフォーマンス、拡張性、
可用性、セキュリティーの要件を満たすに当た
り、総保有コスト（TCO）が極めて高額になる
こともあります。このため IT部門では、環境に
関するガイドラインを満たしつつ、限られた予
算内でアプリケーションをどのように構築、運
用すべきかという課題に直面しています。この
ような状況で TCOを最小限に抑えるカギは、
パフォーマンスと電力効率に優れ、運用コスト
が少ないサーバーを使用することです。

インテル® Xeon® プロセッサー 5500番台
搭載サーバーは、高性能ながらコスト効果の
高いソリューションであり、現在の大規模な
Webデータベース・アプリケーションの要件に
も対応できます。このホワイトペーパーでは、
Oracle*ソフトウェアを使用した 2つのアプリ
ケーション・シナリオに基づいて、サーバー更
新の経済的効果について分析しています。分
析結果によると、インテル® Xeon® プロセッ
サー 5500番台搭載プラットフォームに更新
した場合、いずれのシナリオでも投資収益率
（ROI）がプラスになる見込みです。

インテル® Xeon® プロセッサー 5500番台 
搭載サーバー・プラットフォーム

革新的なハードウェア
インテル® Xeon® プロセッサー 5500番台搭
載の 2-wayサーバー・プラットフォームは、以
下のプロセッサーとメモリーを搭載しています。

•  インテル® Xeon® プロセッサー 5500番台 
（最大 2基）

•  最大 8MBの L3キャッシュ  
（プロセッサー 1基当たり）

•  最大 144GBの DDR3メモリー  
（18 x 8GB DIMM）

図 1はこのプラットフォームを示しています。

最新世代のインテル® マイクロアーキテク
チャーを採用したインテル® Xeon® プロセッ
サー 5500番台では、以下のように複数の革
新的なテクノロジーが組み合わされています。

•  インテル® QuickPath テクノロジー：プロ
セッサー間およびプロセッサーとチップセッ
ト間の帯域幅は、最大で 25.6GB/sの転
送速度に対応し、データ移動、計算、クエ
リーの高速化を実現します。

•  統合型メモリー・コントローラー：DDR3メ
モリーを各プロセッサーにローカルで接続
することで、レイテンシーを最小限に抑え、メ
モリー負荷の高い演算で高いパフォーマン
スを実現します。
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•  インテル® ターボ・ブースト・テクノロジー：
ソフトウェアでの必要性に応じて動作周波
数を動的に増加し、シングルスレッド・ワーク
ロードのパフォーマンスを強化します。

•  インテル® ハイパースレッディング・テクノロ
ジー：1プラットフォーム当たり最大で 16
個のソフトウェア・スレッドに対応し、マルチ
スレッド・ワークロードのパフォーマンスを強
化します。

•  インテル® インテリジェント・パワー・テクノロ
ジー：プロセッサーやメモリーの電力ステー
トをワークロードに応じてリアルタイムで調
整し、システムの消費電力を削減します。

これらのテクノロジーが連携することにより、あ
らゆる動作点で消費電力を最適化しながら、
ソフトウェア・プログラムの実行速度とスルー
プットを改善し、リアルタイムのワークロードに
応じてパフォーマンスを最大限に高めます。そ
のため、e-Commerce向けの大規模なソフト
ウェア・システムに適しています。こうしたソフ
トウェアは通常、複数のプロセスで構成され、
各プロセスが大量のワーカースレッドを発生
させて数多くのトランザクションを同時に処理
します。トランザクションには、ロジックの実行、
データの演算、データベースのクエリーや更
新などが含まれます。このようなソフトウェア

は、インテル® Xeon® プロセッサー 5500番
台搭載プラットフォームにおける処理コアの増
加、大容量キャッシュ、極めて広いメモリー帯
域幅から、即座にメリットを得られます。

ソフトウェア性能の向上
インテルでは、インテル® Xeon® プロセッサー 
5500番台搭載プラットフォームの新機能に
対応するように強化されたソフトウェア・コンパ
イラーを用意しています。このコンパイラーで
生成されたソフトウェア・バイナリーは、ハード
ウェア・レベルのパフォーマンス強化機能を利
用して、コードの実行の高速化と、データ・ス
ループットの増加を達成できます。

ソフトウェアのパフォーマンスは、基盤となる
ハードウェア・アーキテクチャーをフルに活用
する直接的なコードレベルの最適化によって
さらに向上する可能性があります。これらの最
適化の主な例としては、ロック、スレッド処理、
クエリーレベルでの改善が挙げられます。ソフ
トウェア開発におけるこの分野の支援に向け
て、インテルではインテル® VTune™ パフォー
マンス・アナライザーなどのコード最適化ツー
ルやパフォーマンス解析ツールを提供してい
ます。

図 1：インテル® Xeon® プロセッサー 5500番台搭載 
2-wayサーバーにおけるプロセッサー /チップセットの 

ブロック・ダイアグラム

メモリー メモリー

リンク当たり最大 25.6GB/sの帯域幅

DDR3メモリー
最大 18スロット

最大 42レーンの PCI Express*
（PCI Express* 2.0の場合、最大 36レーン）

インテル® Xeon®
プロセッサー 

5500番台

インテル® 5520 
チップセット

インテル® Xeon®
プロセッサー 

5500番台
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また、ソフトウェアメーカー各社は、インテルと
の技術協力の下、インテル® Xeon® プロセッ
サー 5500番台搭載プラットフォームにアプリ
ケーションの性能を最適化させ、また高い可
用性を提供するよう開発 /バージョンアップを
行っています。

サーバーの更新： 
性能重視のサーバー統合
一般的なアプリケーションの運用では、アプリ
ケーションのパフォーマンス目標を満たすた
めに、複数のサーバーが必要になる場合が
多くあります。インテル® Xeon® プロセッサー 
5500番台の性能は前世代のプロセッサー
より向上しており、インテル® Xeon® プロセッ
サー 5500番台搭載サーバーに更新した場
合、同じアプリケーションをより少数のサー
バーで運用できます。統合比率（CR）は以下
の式で求められます。

サーバー統合により、以下のような運用コスト
の削減が実現します。

•  ハードウェアの保守とソフトウェアのサポー
トにかかるコストの削減

•  サーバーの運転、冷却にかかる電力コスト
の削減

•  サーバーの管理、保守にかかる ITスタッフ
の作業時間の短縮

結果として、インテル® Xeon® プロセッサー 
5500番台搭載サーバーへの更新により、ア
プリケーションの TCO全体の減少が予測さ
れます。

サーバーの更新：ROIの分析

目  的
サーバーをインテル® Xeon® プロセッサー 
5500番台搭載プラットフォームに更新した
場合の ROIについてわかりやすく分析できる
よう、実際の運用とワークロードを再現した 2
つのシナリオについて検討しました。

それぞれのシナリオでは、既存のサーバーを
新しいインテル® Xeon® プロセッサー 5500
番台搭載サーバーに置き換えた場合の ROI
を分析しています。

分析方法
手順1：ワークロードに対するアプリケーション・
レベルの性能を示す測定データに基づいて、
サーバー統合比率を決定します。

手順 2：サーバー統合によって得られる利益
を数値化します。これには、ハードウェアの保
守料、ソフトウェアのサポート料、サーバーの
管理・保守にかかる ITスタッフの人件費、電
力コストについてのコスト削減も含まれます。

手順 3：サーバーの更新にかかるコストを推
定します。これには、新しいサーバー・ハード
ウェアの資本コスト、ソフトウェアのアップグ
レード・コスト、新しいハードウェア上でのアプ
リケーションのセットアップやテストに必要な
ITスタッフの人件費も含まれます。

手順 4：N年間にわたるROIを計算します。

 
「BenefitNPV」はサーバーのライフサイクル
全体にわたる合計メリットの正味現在価値
（NPV）であり、「CostNPV」は同期間における
サーバー更新コストの NPVです。

仮定条件
表 1に示すのは、2つのシナリオの ROI分析
における主なパラメーターとその仮定値です。

シナリオ1：シングルコア・プロセッサー 
搭載アプリケーション・サーバーの統合
最初の例は、オンライン株式取引アプリケー
ションです。図 2に示すように、このアプリ
ケーションは、フロントエンドの Webサー
バー、ミドルティアのアプリケーション・サー
バー、バックエンドのデータベース・サーバー
からなる 3層アーキテクチャーを備えてい
ます。このアプリケーションでは、アプリケー
ション・サーバーでアプリケーション・ロジッ
クとOracle* Coherenceミドルウェアが運
用されているため、最も大きな演算負荷はア
プリケーション・サーバーにかかります。アプ
リケーション・ロジックは株式取引を処理し、
Oracle* Coherenceミドルウェアはデータ
ベース・データ・オブジェクトのインメモリー・
キャッシュの保守管理を行います。アプリケー
ション・ロジックは、最小限のレイテンシーで
直接、キャッシュからの読み出しやキャッシュ
への書き込みが可能なので、高いスループッ
トを達成できます。

このシナリオでは、このワークロードを処理す
るためにシングルコアのインテル® Xeon® プロ
セッサー 2.80GHz搭載 1-wayサーバーがミ
ドルティア上で 20台必要であるとします。ここ
で使用するインテル® Xeon® プロセッサーは、
旧世代のマイクロアーキテクチャーをベースに
したシングルコア・プロセッサーです。これらの
サーバーを新世代のインテル® Xeon® プロセッ
サー 5500番台搭載 2-wayサーバーに更新
した場合のメリットについて評価します。

従来のサーバーの
台数

新しいサーバーの
台数

新しいサーバーでの
アプリケーション・
パフォーマンス

従来のサーバーでの
アプリケーション・
パフォーマンス

CR = ~~

Benefit NPV - Cost NPV

Cost NPV

ROI N =

表 1：ROI分析の仮定条件

サーバーのライフサイクル 4年間

ハードウェアの保守料 サーバー 1台当たり年間 500米ドル

OSのサポート料 サーバー 1台当たり年間 120米ドル

サーバーのビジー時間 1日当たり7時間

ITスタッフの時給 1時間当たり40米ドル

時間コスト 10%

電力コスト 1kWh当たり0.1米ドル

サーバー管理コスト サーバー 1台当たり1日10人分

電力の使用効率（冷却用） 2
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新日鉄ソリューションズ株式会社（以下、新日
鉄ソリューションズ）は、これらの 2種類のサー
バー上でアプリケーション・ロジックとOracle* 
Coherenceミドルウェアを運用し、この Web
アプリケーションのパフォーマンスを測定しま
した。1 図 3は、50%の CPU使用率でのアプ
リケーション・スループットを比較したもので
す。データが示すように、インテル® Xeon® プ
ロセッサー 5500番台搭載サーバーは 50%
の CPU使用率で 1秒間に 2,400の要求
を処理できますが、シングルコアのインテル® 
Xeon® プロセッサー 2.80GHzを搭載した
サーバーでは 50%の CPU使用率で 1秒間
に 200の要求しか処理できません。つまり、
インテル® Xeon® プロセッサー 5500番台搭
載サーバーでは、12倍の速度でアプリケー
ションが実行されます。このパフォーマンス向
上は、主に、新しいマイクロアーキテクチャー
上でマルチスレッド・アプリケーションとミドル
ウェアの処理が効率化されたことによるもので
す。結果としてこのシナリオでは、シングルコ
アのインテル® Xeon® プロセッサー 2.80GHz

を搭載したサーバー 20台を4台のインテル® 
Xeon® プロセッサー 5500番台搭載サーバー
で置き換えることが十分に可能です。

こうした置き換えを行った場合、ハードウェア
の保守料とソフトウェアのサポートライセンス
料は、年間で最大 14,000米ドルの削減が
可能です。また、アプリケーション・サーバー
の管理 /運用 /保守にかかる IT部門のコス
トも、年間最大で 1,800人時削減が可能で
す。さらに、サーバーの消費電力と冷却コスト
も大幅に削減され、年間で最大 19,000kWh
の節約になります。図 4に示すように、4年間
の運用コストの削減額は、新しいサーバーの
取得とソフトウェアのアップグレードにかかる
コストと、アプリケーションを新しいサーバー
に移行するためのプロジェクト・コストをはる
かに上回ります。4年間の推定 ROIはおよそ
410%であり、9カ月で投資を回収できます。

シナリオ2：データベース・サーバーの統合
第 2の例は、Webベースのチケット・オー
ダー・アプリケーションです。図 5に示すよう
に、このアプリケーションは 2階層で構成さ
れています。フロントエンドの Webサーバー
は、顧客からの要求を処理します。また、情報
のクエリーやデータの更新要求を、Oracle* 
Database Enterprise Editionが運用され
るバックエンドのデータベース・サーバーに送
信します。

ピーク時のワークロードの処理に当たり4台
のインテル® Xeon® プロセッサー 5300番台
搭載 2-wayサーバーでデータベース・ソフト
ウェアを運用する必要があるシナリオについ
て検討してみます。インテル® Xeon® プロセッ
サー 5300番台は、初期のインテル® Core™ 
マイクロアーキテクチャーをベースにしたクアッ
ドコア・プロセッサーです。これらのサーバー
をインテル® Xeon® プロセッサー 5500番台
搭載プラットフォームに更新した場合のメリッ
トについて評価します。

図 2：株式取引を処理する 
インテル® Xeon® プロセッサー 

搭載のアプリケーション・サーバー

図 3：インテル® Xeon® プロセッサー  
5500番台搭載プラットフォーム上の 

アプリケーション性能の向上1

シングルコアの
インテル® Xeon® 

プロセッサー 2.80GHz
搭載 1-wayサーバー

オンライン取引
アプリケーションの
スループット

（CPU使用率：50%）
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10 ̶
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インテル® Xeon® 
プロセッサー X5560
搭載 2-wayサーバー

（動作周波数：2.80GHz、
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Webサーバー データベース・サーバーOracle* Coherenceを搭載した
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新日鉄ソリューションズは、これらの 2種類の
サーバーで運用される Oracle* Database
のパフォーマンスを測定しました。2 図 6に示
した測定データに基づくと、このデータベー
ス・ソフトウェアをインテル® Xeon® プロセッ
サー 5300番台搭載サーバー上で運用し
た場合、1秒間に最大約 10,000トランザク
ションを処理します。一方、インテル® Xeon® 
プロセッサー 5500番台搭載サーバー上で
運用した場合、1秒間に最大約 23,000もの
トランザクションを処理できます。この 2.3倍
のスループット向上は、新しいマイクロアーキ

テクチャー上でデータベース・ソフトウェアの
実行性能が向上したことによる結果です。し
たがって、4台のインテル® Xeon® プロセッ
サー 5300番台搭載サーバーの代わりにわ
ずか 2台のインテル® Xeon® プロセッサー 
5500番台搭載サーバーがあれば、このアプ
リケーション向けのデータベース・ソフトウェア
を運用できます。

物理的なサーバーの台数が半減すると、推定
では、ハードウェアおよびソフトウェアの保守
料を年間で最大 70,000米ドル削減できま

す。また、サーバーのサポートにかかる ITス
タッフの作業時間を年間で最大 200人時短
縮し、消費電力を年間で最大 9,900kWh削
減することが可能です。図 7に示すように、4
年間のコスト削減額は、新しいハードウェアを
取得し、データベース・ソフトウェアを新しい
ハードウェアに移行するためのコストをはるか
に上回ります。これは 4年間で 45%の ROI
に相当し、投資の回収期間は 32カ月です。

図 4：インテル® Xeon® プロセッサー 5500番台 
搭載サーバーへの移行に伴う 
コストとメリット（4年間）5

図 5：オンライン・チケット・オーダー・アプリケーション 
向けのインテル® Xeon® プロセッサー搭載 
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サーバーの更新：グリーン IT
インテル® Xeon® プロセッサー 5500番台
は、電力効率に優れたパフォーマンスを備え
ています。2つのシナリオで示されたように、
インテル® Xeon® プロセッサー 5500番台
搭載プラットフォームに移行すると、サーバー
の運転、冷却に消費される電力が大幅に減
少します。これは発電所からの二酸化炭素
（CO2）排出量の削減にもつながります。CO2

の年間削減量（VC）は次の式で簡単に計算で
きます。

換算係数は、燃料の種類と発電方法によっ
て異なります。日本の場合、発電される電力
1kWh当たり約 0.41kgの CO2が排出されて
います。3

また、CO2削減量を異なる視点から見て、環
境から同量の CO2を吸収するのに必要な木
の本数として数値化することもできます。樹
齢 50年のヒマラヤスギは年間約 0.14kgの
CO2を吸収することが知られています。4 した
がって、次のように計算できます。

 

表 2に示すのは、2つのシナリオでサーバー
統合の結果として削減される CO2排出量の
推定です（日本での場合を想定）。いずれのシ
ナリオでも、サーバーの消費電力削減が環境
にもたらす効果は、数百本の木を植えることに
相当します。

図 6：オンラインチケット発行アプリケーションの 
スループット・パフォーマンス2
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表 2：カーボン・フットプリントの推定削減量

シナリオ 排出されるCO2の年間削減量 CO2の吸収に必要な木の本数

アプリケーション・サーバー 約 12,000kg 約 800本

データベース・サーバー 約 6,000kg 約 400本
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まとめ
電力効率に優れた高性能のインテル® Xeon® 
プロセッサー 5500番台搭載サーバーを採
用すると、現在の大規模なデータベース駆動
型アプリケーションの TCOを削減できます。
2つのサンプルシナリオで明らかになったよ
うに、シングルコア /マルチコア・サーバーの
クラスターをインテル® Xeon® プロセッサー 
5500番台搭載サーバーの小規模なクラス

ターに置き換えると、ハードウェアの保守料、
ソフトウェアのサポート料、サーバーの消費電
力、施設の冷却コスト、IT費用の削減につな
がります。4年間で、運用コストの累積削減額
は初期ハードウェア・コストと移行コストを大
きく上回り、条件によってはわずか 9カ月での
投資回収を実現できます。さらに、より電力効
率に優れたサーバーを使用すればカーボン・
フットプリントが減少し、CO2排出量を削減で

きます。インテル® Xeon® プロセッサー 5500
番台搭載サーバーに更新することで、業務の
卓越性だけでなく、企業の社会的責任に関す
る目標も達成できます。

インテル® Xeon® プロセッサー  
5500番台の詳細については 
http://www.intel.co.jp/jp/go/xeon/ 
を参照してください。

図 7：インテル® Xeon® プロセッサー 5500番台 
搭載サーバーへの移行に伴う 
コストとメリット（4年間）5
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1  出典：新日鉄ソリューションズ株式会社（2009年 3月）。シナリオ1のパフォーマンス比較データは、Webサーバー、アプリケーション・サーバー（株式取引ソフトウェアを運用）、データベース・サーバーで構
成されるテスト・セットアップを使用して新日鉄ソリューションズが測定したものです。テストでは以下のアプリケーション・サーバー・プラットフォームを比較しました。

   従来のプラットフォーム：2M L2キャッシュ、800 FSB、8x1GB DDR2-400メモリー、1台のハードディスク・ドライブ、1個の電源、Oracle* Linux*、Oracle* Coherenceミドルウェアを搭載し、
1基のシングルコアのインテル® Xeon® プロセッサー 2.80GHzを搭載したインテル・サーバー・プラットフォーム。

   新しいプラットフォーム：8MB L3キャッシュ、6.4QPI、12GBメモリー（6x2GB DDR3-1333）、1台のハードディスク・ドライブ、1個の電源、Oracle* Linux*、Oracle* Coherence ミドルウェア
を搭載し、2基のインテル® Xeon® プロセッサー  X5560（動作周波数：2.80GHz）を搭載したインテル・サーバー・プラットフォーム。

2  出典：新日鉄ソリューションズ株式会社（2009年 3月）。シナリオ2のパフォーマンス比較データは、直接データベース・クエリーに応答するデータベース・サーバーで構成されるテスト・セットアップを使用し
て新日鉄ソリューションズが測定したものです。テストでは以下のデータベース・サーバー・プラットフォームを比較しました。

   従来のプラットフォーム：2M L2キャッシュ、800 FSB、8x1GB DDR2-400メモリー、1台のハードディスク・ドライブ、1個の電源、Red Hat* Enterprise Linux* 4 Update 4、Oracle* 
Database 10g R2 10.2.0.4 Enterprise Editionを搭載し、2基のインテル® Xeon® プロセッサー 5300番台（動作周波数：2. 66GHz）を搭載したインテル・サーバー・プラットフォーム。

   新しいプラットフォーム：8MB L3キャッシュ、6.4QPI、12GBメモリー（6x2GB DDR3-1333）、1台のハードディスク・ドライブ、1個の電源、Oracle* Enterprise Linux* R5.2、Oracle* 
Database11g 11.1.0.7 Enterprise Editionを搭載し、2基のインテル® Xeon® プロセッサー X5560（動作周波数：2. 80GHz）を搭載したインテル・サーバー・プラットフォーム。

3   『Energy and Environment 2007-2008』、電気事業連合会（日本）発行
4   『Sink Measures to Prevent Global Warming』、環境省および林野庁（日本）発行
5  性能に関するテストや評価は、特定のコンピューター・システム、コンポーネント、またはそれらを組み合わせて行ったものであり、このテストによるインテル製品の性能の概算の値を表しているものです。シ
ステム・ハードウェアの設計、ソフトウェア、構成などの違いにより、実際の性能は掲載された性能テストや評価とは異なる場合があります。システムやコンポーネントの購入を検討される場合は、ほかの情
報も参考にして、パフォーマンスを総合的に評価することをお勧めします。インテル製品の性能評価についてさらに詳しい情報をお知りになりたい場合は、http://www.intel .co. jp/jp/performance/
resources/benchmark_limitations.htm を参照していただくか、1-800-628-8686 または 1-916-356-3104（アメリカ合衆国）までご連絡ください。
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